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ダイヤモンドコアドリルの穿孔性能向上を目的とし、ダイヤモンド結晶粒径と砥粒率がドリルセグ

メントの抗折強度に与える影響を調べた。その結果、結晶粒径が小さいダイヤモンドを用いてコンセ

トレーションを高くしたセグメントがコアドリルに適していることがわかった。 
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    For the purpose of punch performance improvement of the diamond core-drill, we in

vestigate the influence what diamond grain size and percentage of grain give to bending

 strength of segments. Consequently, the segment which is high concentration using the

 diamond in which grain size is small was suitable for the core-drill. 
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   １ 緒   言 

図１に示すようなダイヤモンドコアドリルはコンク

リート建造物等への穴あけ工具として広く使用されて

いる。これらのコアドリルはハンドドリルにて穿孔を

行うもので、積層された数種類の被削材を同時に穿孔

する事もある。したがって、工作機械で使用する工具

とは加工条件が異なり、限られた動力、押し付け力（穿

孔方向荷重）で広範囲の硬度を有する被削材を穿孔す

る性能が要求される。この様な条件下では一般に含有

するダイヤモンドのコンセントレーションを高くする

事が有効であるが、同時にダイヤモンドセグメントの

強度が低下する。 

そこで、ダイヤモンド結晶粒子の粒径とコンセント

レーションを変化させたメタルボンドダイヤモンドセ

グメントを焼結により作成し、抗折荷重を測定するこ

とにより穿孔速度を向上させるために最適なダイヤモ ンド結晶粒径とコンセントレーションの関係を調べた。 
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図１ ダイヤモンドコアドリル 

図２ 抗折試験概略 

 

   ２ 実験方法 

実験に用いたメタルボンドダイヤモンドセグメントはボ

ンド材成分として金属粉末Cu､Co､Ni､Snを使用し、ダイヤ

モンド結晶粒子と均一混合した後、抵抗加熱焼結機により

作成した。ダイヤモンド結晶粒子サイズﾞは50/70､30/40､2

0/30メッシュを用い、含有率はコンセントレーションを20､

40､60とした。このセグメントはコアドリル用であり、6×8

×3.5mm-R32の円弧形状品である。これを図２に示すよう

な方法により抗折試験を行った。 

 

図３ 抗折荷重と平均粒径 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 実験結果 

ダイヤモンド結晶粒子サイズおよびコンセントレー

ションとの関係を図３に示す。これより、平均粒径が

大きくなると抗折荷重は低下し、特にその傾向は 450

ミクロン以下において顕著であることがわかる。これ

に比べ、コンセントレーションが大きくなると同じく

抗折荷重は低下するが、その影響は小さくなる。 

また、平成１０年度の研究 1)で得られた式 1 の研削理

論式が示す様に、穿孔速度はダイヤモンド結晶粒径と

相関がない事がわかっている。 

 

穿孔速度 

＝ReｎＡ1Ｖg(ＦZｄ0/(ｎＫ1Ａ1π
1/3ＨB(６Ｖ g)
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                  －－ 式 1 

 

Re：工具回転数、Ａ 1：セグメント当たりの実研削面積、 

Vｇ：砥粒率、FZ：穿孔方向荷重、ｄ 0：ダイヤ粒子直径、

ｎ：セグメント刃数、Ｋ1：目出し係数、 

HB：被削材硬度、T：セグメント厚み、 

 

この事を合わせて考えると、穿孔速度を上げるために

はコンセントレーションを増加させる事が必要であり、

セグメントの抗折荷重を考慮すると、小さい結晶粒子

サイ 

ズでの高コンセントレーション化が有効である。 

 

   ４ 結  言 

抗折荷重の測定結果（図３）より、コンセントレー

ションよりも平均結晶粒子径がダイヤモンドセグメン

トの強度に大きく影響している事がわかった。特にそ

の傾向は 450 ﾐｸﾛﾝ以下において顕著であった。 

さらに、ダイヤモンドコアドリルの研削理論式（式

１）を考慮すれば、必要な強度を確保し穿孔速度を向

上させるためには、小さい結晶粒子径にてコンセント

レーションを大きくする事が有効であることがわかっ

た。 

本研究は平成１１年度技術パイオニア養成事業の一

環として実施したものである。 

 

    文  献 

1)茨島ほか：岩手工技セ研報、6、49(1999) 

圧縮用円盤

セグメント

圧縮荷重

圧縮荷重

200 300 400 500 600 700

150

200

250

300

350

400

450

コンセントレーション
 20
 40
 60

抗
折

荷
重

（
kg

f）

平均粒径（μm）


